
芝居を使った啓発講座シナリオ例 

 

タイトル【ハイハイ学校】 

 

準備品  会場で配る ティッシュ・アメ 

   健康アメ・ラーメン・ＤＨＡの健康食品････手作りする 

   サポートベルト・遠赤マット･･････代替品を加工する 

  

Ｇ・Ｍ： こんにちは、私たちは東京から来ましたイカサマ商会のセールスマンです。ど

うぞ、よろしくお願いいたします。 

Ｍ：   沖縄は暑いですね。 

Ｇ：   本当に暑いですね。今日は○○○○で健康講演会とわが社の新商品の紹介をい

たします。皆さん会場へどうぞ。 

      

―― おばあさん、おじいさんが一人ずつ登場する ―― 

Ｇ・Ｍ： 二人が会場でティッシュや飴などの景品を配る（配りながら会場の参加者に声

をかける） 

    

    ＳＦ会場に移動したことを説明 

Ｍ：   “ワァー”こんなにたくさんの人にお越しいただきありがとうございます。 

     あぁー、一番前のお母さん、いい事してきたでしょう。顔に出てますよ。 

Ｇ：   本当ですね。 

Ｍ：   ここに集まったみなさんはいい顔をしてますよ。 

Ｇ：   そうですね。私たちは、いい人にいい思いをしていただきたいと思っているん

ですよ。 

Ｍ：   ここで、ひとつ会場の皆様にご協力いただきたいんですよ。私が手をあげてこ

うしたら（手を上げる）大きな声で「ハイ」と言ってください。大きな声を出

すと健康にいいんですよ。 

Ｇ：   そうですよ、皆さん大きな声で「ハイ」と言いましょうね。 

Ｍ：   じゃあ、始めますよ。 

     「皆さんお元気ですか？」 （会場 ハイ） 「大きな声を出してますか？」 

     （会場 ハイ） 「お孫さんはかわいいですか？」 （会場 ハイ） 

     「幸せですか？」 （会場 ハイ） 「最高ですか？」 （会場 ハイ） 

Ｇ：   今日のお客さんは反応がいいですね。 

Ｍ：   私たちも気分がいいですね。ここに我が社の健康アメがあります。 

このアメは梅エキスの入った特殊健康アメです。 



一番元気のいい人に差し上げます。 

「ほしい人！」 

（会場の出演者・参加者、ともに元気よく手をあげる） 

Ｍ：   次はこのラーメンです。このラーメンは塩分控えめでお湯を入れると 1 分で出

来上がる商品です。 

Ｇ：   1 分ですか？ 3 分の間違いじゃないんですか。 

Ｍ：   いいえ、1分ですからお忙しい方にはとても便利なんですよ。 

     「ハイ、ほしい人！」 

     （会場の出演者・参加者、ともに元気よく手をあげる） 

Ｇ：   さて、皆さんお待ちかねの健康講演会を始めたいと思います。今日は、この分

野でも有名な○○大先生を呼んでいますので皆さん、大きな拍手でお迎えくだ

さい。 

     （会場 拍手） 

先生：  健康になるにはよく働き、よく食べて、よく寝ることです。 

     （会場 拍手） 

Ｍ：   すばらしかったですね。さすが大先生ですね。もう一度、先生に盛大な拍手を

お願いします。 

Ｇ：   さて、これから我が社の新商品の紹介です。これは「マルチサポート」です。

このマルチサポートは痛いところに巻きつけるだけですぐに良くなるという優

れものなんですよ。腰が痛いときには腰に、ひざが痛いときにはひざに、肩が

痛いときには肩にと、これ一つでどこの痛みにも使えます。 

     気になるお値段ですが、通常 3万円で販売しています。 

Ｍ：   高いねぇ、3万円はたかいですよねぇ。 

Ｇ：   分かりました。今日は皆さんには特別に 3 万円のところを 1 万円で販売いたし

ます。 

Ｍ：   安いねぇ、3万円が 1万円って、買わないと損しますよ。これ一つで、痛かった

腰もシャキッと伸び、足も軽くなってルンルンランランと歩けるんですよ。明

日から 40 代の頃のように戻れるんですよ。 

     「ハイ、これほしい人！」 

     （会場の参加者・出演者に手を上げさせる） 

     ハイ、とても元気のいいあなた、エーイ、もう 1 万円といわずにタダ   で

差し上げます。 

Ｇ：   それでは次は、ＤＨＡが入った健康食品です。ＤＨＡは、頭の働きを良く 

するのでボケ防止にいいんですよ。そうですよね、先生。 

先生：  ＤＨＡは、頭の働きを良くするのでボケ防止になります。 

     （会場 拍手） 




